


ご使用の前に取扱い方、使用上の注意等、この

「取扱説明書」をよくお読みいただき、正しい使

用法でご愛用ください。

Z主お、この「取扱説明書Jld:大切に保管してくだ

さい。

〈使用上の注意〉
ぜいJ.'> ~ !- ・t、た／.. ぉA ど t＇＂’A か

。精密機器ですので、僅日捕な温度条件下での使

用や保管および強いショックを避けてくださ

い。また絶対に分解しないでください。

2〕漏子部に手を触れたり、水にぬらすなど活さ

ないようにしてください。訓量の儀歯と忽り

ます。

3〕シンナー ーベンジン ・戸ルコール等の揮発油

ではふかないでく芝さい。

4）テレビ画面ガら、できるだけ離れてゲームを

してください。

5〕屋島簡ゲムをする品は、陸最のだめ前2岳
簡ごとに10益～15諮の；j＼沫止をしてください。

6）ご使用後はAC戸タフターを、コンセントか

ら必ずぬいておいてください。
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ストーリー
じ〈うあじやり そだ くじゃ〈 でんゼつ

慈空阿間利によって、育てられた孔雀は、伝説の
くじゃく釘う わから ひ うらこうやきいきょうたいまし

孔雀王の力をうちに秘めた、裏高野最強の退廃師で
〈じゃ〈うらこうや しれい〈定 よ%のう

ある。その孔雀に裏高野より指令が下った。予知能
りよく も 1~』ろやにょにんどろ っ〈よみ

力を持った裏高野女人堂の月読が、いままでにない
きよろいかん きょうい

宵威を感じとったからである。そして、その脅威を
〈 と ひかりっぽさ も 〈じゃく

食い止めることができるのは、光の翼を持った孔雀
いがい つ〈よみじきじき しれい

以外ないという、月読直々の指令であった。
にん台 ひかり やみ たいけつ げつらやく

この任務は光と閣の対決に決着をつけるものにな
じ〈うあじやり ちょっかん

るであろうーーと、慈空阿間利は直感した。そして、
どろじ 《じゃ〈 きいご ひみつ めき

そのことは同時に孔雀の最後の秘密が明らかにされ
いみ . ＂やり も

ることを意昧していた。阿悶利は言う。
〈じゃ〈 ”つもや〈か主ら よ ころ

「だカ＼孔雀よ、その決 着は必ずしも良いほうへ転
かぎ へた けっちゃ〈

がるとは限らんのだぞ。下手をすれば、決着どころ
せ糾ヨ はぬつ はじ

カ＼世界の破滅への始まりとなるかもしれん。それ
まえ い

でも、お前は行くの力、？」
ししよう

「行きます。行かせてください、お師匠さま。たと
う らこうや伝に虫 い

え、裏高野で伺が待ちうけていようと、オレは行き
じしん のろ しぬ〈めいし恥ろしふ

ます。オレ自身の呪われた宿命に終止符をうつため

にーーー.j 

〈じゃ〈 L、 ' 
と、子し雀はきっぱりと言い切った。

つ 〈よみよげん やみ うご花

月読が予見したように、閣はたしかに動き出して
ひ ひ しんニういき~ ま いま

いた。それも日に日にその進攻の勢いを増し、今や
.も か生め ぜいら うらこうや＃r7や

守りの要である聖地 ・裏高野を脅かすまでになって
うらこうや きよろL、 あた ま て

きていた。その裏高野に脅威を与える魔の手とは、
だいろ〈てんゑおう 伝 おとこ せんご〈 まじん おそ

第六天魔王と名のる男、かつて戦国の魔人と恐れら。



り

せ

に

判雀

か借
し止

か

ω孔

づ

を

そ

阻

ら

、

た

叫力

を

き

よ

三

宅
の

れ

あ

い

は

刊闇

そ

こ

よ

M
時

。
、
。
か釦

い

の

丸

と

み

し次

九
快

つ
判
長

ま

一
削
実

あ

川
言己
叫
始

帥
ι

固

い

の

で
6

L
U

が

の

わ密
ど
後

U

霊

す

い

い

υ
秘
い
最

山亡

と
川戦
日戦

の

の

の
ん
，
ぃ
，
い
か
生
と

M
長

わ

し

し

恥出
公
叩

山信
叫狙
M
激
M
激
川
の
か宿

店回
を
の
の
な
童
l

た

お織
か
下
片
雀

そ

什
孔

れ

、日天
川
孔

、

く

わ

ドペ将
ミび

る

て

い

叫呪

山武
川
再
す
し
て
の

た

、

と

そ

っ

そ

れ

て

ん

な

と

＠ 



さあ、ゲームスタート

－
 

制面が
画

・

モ

んFE

デ

〕ι
詔

グ

hE

ン

凡

一
一

九
ド

ヴ

イ
介

タ’

a

’
 

、
プ
り
ら
と
ハ
リ
二
削十

ク
H

操

で

モ

に

ル

も

み

一

ま

ば

叫面

日

メ

じ
。

レ

を

ン

デ

ン

ト

と

ニ込

オ
叫始

し
が
画

J

の

す

セ

ル

夕

、

タ

イ

こ

し

、

が

、

ル

円

ヨ

ま

は

ソ

ボ

お

ボ

タ

る

さ
差
と
叫面

ま

卜

［

川

れ

く

一

ト

な

ト

に

え

を

る
が
画

ま

イ

に

引

さ

し

力

一

（

一

ぐ

か替

ト

れ

モ

の

タ

こ

明

日
山
示

も

で

タ

す

タ

す

り

ん

ツ
ぃ入

デ

そ

と

そ

口

止
表

、

ン

ス

ま

ス

、

さ

切

す

セ

を

ク

。

る

、

刊

ぺ

が

一

夕

、

し

は

て

に

ま

力
小川
源

ン

す

す

り

X
一

キ

ボ

し

か
定
叫面
つ
叫
面
き

礼
電

二

ま

く

な

K
ユ
じ
字

ト
さ作
的
決
が
画

ょ
が
函

で

4・PLAY（プレイ）．

I 0 ~ . :-

＂じ と＇ Jきも、しょ

初めてゲームをプレイする時、または最初からや

りなおしたい蒔は、このコマジドを謹んでください。
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セーブの方法
と句ゅう らゅうどん

ゲームを途中で中断す
と曾 つぎ とき

る時、次にプレイする日寺
じようdきょう

に、そのままの状況でで
＂んざい じようたい

きるように、現在の状態

を圭議することをセ ブ
らゅう

といいます。ゲーム中で
うら』うや にょにんどう

は、裏高野の女人堂のシ
しゃしん おこ伝 によにんどう

ン（→写真）でこのセ ブが行えます。女人堂に
はい とき均訟らつ、よみ いし会

入った時には必ず、月読がデータセーブの意思を聞

いてきますから、それに対して、「はしり「いいえJ
ぜんた〈 おこ会 にょにん

の選択でセ ブを行ってください。なお、この女人
どう めん

堂のシーンはアドベンチャ一面にしかありません。
タい ＂い と＇ い

すなわち、ダンジョン内では入った時にセ ブの意
しか〈にん いご

思確認があるだけで、以後はセーブできません。コ
Uおとさ さいしょ

ンテイニューでおやり直す時も、ダンジョンは最初か

ら、ということになります。
とき

ゲームをやめる時は、
か伝ら お

必ずリセットボタンを押しながら！
ぱあい

データをセーブして、ゲームをやめる場合は

芯云リセットボタンを舟しながら、量；詰を由っ

てください。そうしないと、セーブしたデータ
' U吻 4うーん 倉

力、；肖えてしまうこと力、あります。十分に気をつ

けてください。

＠ 



操作方法
っか かた

コントローラーの使い方
コントローラーは 1プレイヤ局のみを食品します。

臨時十スタートボタンBボタン

'"' c I I 」一一一Aボタン
十字キーセレクトボタン

基本操作
か〈 がめん と〈ぺつ

コントロ ラの各ボタンは画面によって、特別
や〈わη きほんて＠ ぞうき っf <;; 

な役割がありますが、基本的な操作は次の遇りです。
じゅうじ

十字キー
ぜんた＜ " いどう

コマンド選択時の力一ソル移動、サブコマンドの
しよう

メ二ュ ウインドのペ ジめくりに使用します。
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歯酋glj持副議ィキ
ら櫓う つぎ が のんとうじよう

ゲム中には次の4つのパターンの画面が登場し、
と《ペっ そうさ UうUう

それぞれに特別な操作方法があります司？制

l雪［
l~ ~ 
［中1
[ i ＇.土
仁コ量丘E） 

' 

アドベンチャー画面

通官のストリ在主って、話在

軒、てボ革めていく錨でてz
操作は基本操作のみで、アイコンを使

ってコマンド選訴します。
.. , ぜつのい

．各コマンドの説明『P10 
がめ人

マップ画面
ィ， z、う や信い じっさい 〈じゃ〈

里高野内のシコ己？は実際に孔雀

を動かすマップ移動面になっています。

+'h一子曜の絹
' . Aボタンシン切り替え

〈の 4号令 ！！－ lJ '5U ~ 

．詳しい操作方法→P12
いど うのん

ダンジョン移動薗
、ーんかい かい＇令しき

今回のダンジョンは回廊式のダンジ

ヨンとなっています。
，，・~t.: ( t;(>( 、白どう

十字キ 孔雀の移動
什 3 .，，川合

・詳しい操作方法→P12 

め人

バトル面
て~ f 1 ＜＂う ーんkうが のん

敵と遭遇したときの戦闘画面です。
にん とたか 《じゃ《υK

4人で戦うパーティバトルと孔雀一
町民民か と＂

人で戦うバトルのE通りあります。〈，， ぞう~ IHU ~ 

．詳しい操作方法→P14 

。
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ダンジョン面での操作方法
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による品単r~雀を守うためのコマンドです。

げ助
ゐ昧
白
々

の

ふ

様

で

一

り

、

の

タ

た
k

位

す

ク

し

の

ま

o

ラ
内
撃

そ

れ

い

ヤ
日攻

＼

さ

さ

キ
を
「
じ
示
だ

の
吋敵

た
山表

く

訟

唱

し

ι
が

で

J
ーで
以復
H
院

ん

る
や
耐
和
田
伝名
品選

え
ーの

〈を

の

を

ω

吋使
山人
口
力
加術
恥術

h
y

の
こ個
か
体
t

。l

い
「
汁

一

い

の

す

た

い同庁

タ

な

一

ま

い

可制

＞

ク
レ
タ
り
な
慢
ぜ市A

コ

ラ

と

ク

あ

ら

円切

一
ヤ
M
要

ラ

が

か

山JW

kd

キ
円必
ヤ
か
粟
帥中

ん

じ
州各

を

キ

け効
の
わ
札

＜

け
M

万

な

そ

〈信

内撃
H

敵

か

え

は

ま

は

け攻

、

。

の

吋使

一

。

り

ド

を

り

す

む

て

タ

す

わ

ン

の

吋敵

た

ま

〈組

つ

ク

ま

か変

マ

マ

、

し

り

と

よ

ラ

り

’は
コ
「
ザ

で
M
復
あ
袋
詰
に
ヤ
な
配術

の

子

ぱ
技
恥
回
が
の
一
キ
く
じ
る
こ
可
制

せ
く
を
か粟
肋
他
タ
の
な
れ
は
ぜ渇

わ
り力
日効

、

ク

肘方

き

わ

う
に

ヲ

ム
ロ
か
体
な
は
ラ
た
で
吋
使
止
章
、
、

る

の
山
々

に

ヤ

れ

は

て

14
孔

よ
一
H
陣
W
U

際

キ

ぱ

辻事

つ

う

ご

に

夕

、

だ

た

M
選

る

よ

刈戦
H
劃

一
ク
り
ん
し
、
す
〈
に
F

で
U
K恥

タ

ラ

た

れ選
か名

が
M
択
日力
り人
目合

＞

ク

ヤ

し

を

し指

す
叫選
ム
丸
山一糾
各

つ

ラ
キ
叫
返
ド
。
ま
を
る

H
E
（

ほ

ヤ
杭方

ね

ン

す

り

肘法

け
山凶

劃

キ
み昧

は

マ

ま

わ

肘方

か

子

ん

う

の

、

を

コ

し

か変
内
撃
、
私
せ

f
H数
り
内撃

の
か名

ま
け攻
た
片
品
ま

ご
川複

た
け攻
守
」
し指
問中
州
の
ま

J
り

く

し

の

を

t
る

知

山

す

あ

＠



を
も値

り

o

M

力
村
数
へ減

す

よ
丸
で
と

h

で

に

一

る

ル量

吋
次

キ

れ

，

の

ル
字
い入

か体

は
w十
3

に

臥
全

一
ーは
た
左

の

夕
さ
作
t

、

ル力

ク
一
探
え
九

v気

ラ

。
4

僧

門

川
割

ヤ
す
と
一
λ

引
役

る

J
f

培

F
E
の

J
A

uw
mぃ町

内明

ト

…駅

臥選
ふ振
吋右

に

一

の

沈
静
一
鉱
山

町
制
…叩

叶
内撃
と
一
減
、
九

く

ν
ω体
内撃

f
日認

警

増

す

か笹

山』巳
け攻

③

日攻

の

ま

・
Jτ

目

ニう If, ~りよ〈

［攻撃気力］
〈じゃ〈 こう If ~ e。よ〈りょう さりよ〈

号し雀たちが攻撃に立は否認：，nc:;i;*'.-cro気力を多
くi辰れば、それだけ攻撃や術の威力が増します。

九

ジ

は

タ

し

O

R
一

一

一

川用
す

匂

メ

タ

メ

し使

ま

剖

ダ

一

の

：を
い

じ示

る

メ

量

止
力

ま

H
喪

け

U
攻
ド気
し

υ
供
う受

て

、

の

て

山畳

ら

い

ち

%

つ

の

か

て

わ

凹

な

μ
力
吋敵

つ

な

引

に

刊気
、
。
ま
す
い
引
す守

た
ど
す
き
決
。
回
る
留

け

ほ

ま

は

す

きむ

お

か

い

き
山力

ま
川
崎

は

に
叫
多
で
引
気

い
こ
J
h御

山御

が

が

る

て

と

一
防

出防
ル力
日事

す
3

し
る

ー

が
恒
気

る
M
宅
計
表
す
り

は
力

ち

る

す
し使

ぜ

に

な

ー
と丸

た
ふ振

く

が
かム
ロ
ル
に

町一
御

仲雀
に
な
り
人
M

割

フ

と

円
高
〈孔
こ
判少
叫
一
の
を
こ

じ日

こ

を

※

そ

一

た

ち

の

こ

ヒ

た

ち

と

に

山雀

う

た

答
m

H
孔

の

し

は

と
一
ブ
H
時

る

タ

一

う

な

ク

セ
川戦

。

く

ラ

に
，
、
い

な

ヤ
H
前

で

さ

が

キ

、

の

だ

れ
村方

と

い

く

こ
み昧

う

な

て

。
〉
ま
ら
っ

］

す
す
h

し
な
ぽ
配

ド
〈
で

ま

で

ぱ

を

ン
リヵ

い

ん

れ
8

気

ドー
に
悼
ま
し
死

け

に

a
V

の

し

も

な

ト

オ

ち

て

で

ら

ン

ト
：
た
ヰ
」
り
人
ば
戻

イ

y
F雀
同［同
九
一
で
ポ

ヒ
H
孔
w力
か

ま

卜

［

は
山
誰

ろ

y
＠ 



特別メーターについて

な
刊光

と異
υ

が

は

川容
h

で

い内
よ章

初

t4
は

し

う
で
仰
表

u
章
めを

－
。

オ
引

い

t
hH
m弦
間

志

は

お

↓
う
で
ン

タ
は章

ラ

一2
パ

メ
。
の

町別

す

J

U
特

ま
叫闇

り

と

じめくれんど

［熟練度］

己章では、子L雀は他の仲間と一緒に戦います。そ
与い 陪か告か 怠 いさあ

の際に、他の仲間とどれくらい患が合っているのか
しめ じ~＜れんど じ陶〈れんど あ

を示すのがこの［熟練度］です。［熟練度］が上が
ぷん たいりよ〈ごう 8 ほう ぜいζうゆっ , 

ればその分だけ、体力、合気法の成功率がt曽します。

ひかり やみ

［光と闇］
しようあ句。 ひかり やみ 〈

4章で表す「光と闘Jのメーターは、そのまま孔
じゃ〈伝か ひかり やみ らから しめ

雀の中の光と閣の力を示しています。このパランス
さいしゅうけつゼん υつよう

がうまくとれていないと、最終決戦で必要なアイテ
っか υかり

ムを使いこなすことができません。すなわち、光と
やみ りょうほう サ〈 そん$ぃ

閣の両方を救う存在となれないということです。
ひかり やみ らから ぞうげん υかりじ0つつ。

「光と闇Jの力のt曽減はそれぞれ、光の術を使えば、
ひかり やみじ。つつか やみ

光のエネルギ が、閣の術を使えば、閣のエネルギ
ふ いっぽうらから つかす

ーが培えていきます。 方の力ばかり使い過ぎない
かんが すす こころ

ようにバランスを考えながら、進んでいくように心

がけましょう。
ひかりじゅつ やみ じゅっ 〈れ ゼつめい

※光の術と閣の術についての詳しい説明は25ページ
らん

をご覧ください。

＠ 
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術について
〈じゃ〈 しよう じ防っ しょう

孔雀たちの使用する術は 1、3章のアドベンチャ
ぷぶん しよう しようひかり

－；：；：－＂~~分とし号戸a.?,！ てーテイプレイと4 章の光
と閣の術とでは内容力、違います。

ふじんじゅっ しょっ

アドベンチャーゲーム部分の術（ l、3章）
〈はくや じくじJ れいりよく は うし町 〈山

九字を切ることによって、霊力を放出する孔雀の
きほんてa bぎ

基本的な妓。

(LIんどら〉
らいじん よ えさ らいげ含

雷神インドラを呼び出し、雷撃をふるうこと力、で

きます。

〈ふどう〉
4 どうみようむう 包うから よ だ きょうりよ〈 はのお

不動明王の力を呼び出すことにより、強力な炎

を話すること力、できます。

〈はってん〉
かぜか み ご ぜ いUってんよ 釘 かぜ

風の神、護世八天を呼び起こすことによって、風
じ ゅう hやつ

を自由に操ることができます。

〈まpηしc~（ν〉叩〈山 i ん
山芋m~：天 1 ：；：祈号ことにより、子L雀の反射神経を通
常の数倍に引き上げます。
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しよう しよう じ吻・2章で使用する術
しょう か〈こ Uんじ陶つ ごう Sはうっか

己章では各個人の術のほか、合気法が使えます。
か く じゅっ
各キャラクターの術
くじゃ〈

孔雀

（はやくじ〉

託金を合ち誌ぅJL\i::＇.の主家討な~mi＇です。
（しそうは〉

~.t.f！い つめ ＂つ . ' 
巨大な爪のオ ラを発し、すべてのものを斬り裂きます。

（ごごだらに〉

子iL＂~宮ゃ給自のii ＇.古を箇i遣させます。
t, s.る

王仁丸
〈はちらいじん〉

1:1;r，ぃUんーから よ ,, ら‘刈＂ てJ’ ，た
八雷神の力を呼び出し、雷撃で敵にダメ ジを与えます。

〈しき〉

武先石t~正り、訴をl~髭する陸連う這命力.＜j,喜急とすi'f.irです。
ニぅ，bL吋孟う

黄海峰
〈きたいほう〉』うもし』うg，んた‘・3＂句からめ てa
黄の持つ獅殴剣と大煙の力を合わせて、敵にダメ ジを

あた

与えます。

〈きこ守~If） て あ っ ふ ふん暑い

気の力を手のひらに集め、触れるものすべてを粉砕します。
あしゅら
阿修羅

〈かえんd
l つ め LR・ら婦の.てき』ろ

内このtltのすべてを焼き尽くすという阿修羅の炎で敵を攻

撃します。

（力丸!yりJυLたら 会 で＇ .さ

火炎を輸の形にして投げつけ、敵を斬り裂きます。

＠ 
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H
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・極破弾（子L＋王）
訟に温品祥を子うち込み、そこに笑福拾を合って、訟にダメ

めた

ージを与えます。
そうがだん

・爪牙弾（子L＋黄）
〈じゃ〈 《じゃ《，..,I:~ J；~じ吻 ニうかいほう L ニラげん わから 令れの

孔雀の子L雀明王呪を黄海峰の獅殴剣の力に上乗せして、
てS S さ

敵を斬り裂きます。
れつがだん

・烈牙弾（子L＋黄）
日昼鎚O)；先走量！こ議くして、訟を薪り会きます。

かえん u
・火炎破（孔＋阿）
〈じゃ＜ ~ I, L・ ，， ＂の，， dち てS 良い あた

孔雀の気に阿修羅の炎を合わせ、敵に対してダメージを与

えます。
かえんよ〈じゅ

・火炎翼呪（孔＋阿）
〈じゃ《 (J;'P （みよろl>'.'5t:• ＃；し市ョ ほのお め て＇ ＇ょう ηよ〈

孔雀の孔雀明王呪に阿修羅の炎を合わせ、敵に強力なダ
あた

メージを与えます。

し ; n＇みよろ‘・，，怠

・式鬼神鎧魂（王＋黄）
" に J.'- I.. <! ニ， . にんぜんいん ＇も

王仁丸の式鬼と黄の気でパソヤ をつくり、 4人全員を守

ります。

＠ 
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・式鬼神光波鏡（王＋黄）

式売量r遊説を量！こ冶it~。訟の8~rをはねかえして、訟にダメ
・＇＂

ージを与えます。
し ‘ がみかえんへ・

・式鬼神火炎壁（王＋阿）
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・式鬼神火炎縛（王＋阿）

主兎ど＇'1t<r訟の箇りに蹟ち、議の話きを封じます。
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. ~肖壁j皮雷光撃（黄＋阿）
ti恭百益義を量に追う。ガにしだ＼*iてで、訴の崩i過をゑ弱！こし

ます。
たい‘よく IJ. IJ.じゃほう

・大極破破邪砲（孔＋王＋黄）

3文の金を鎮めて詮髭をつくり、それを訟にぶつけます。

· i~~百語長（子し＋王＋黄）
Fヒ‘、＂J:(!l U じ'Pl! ~ <!! ".> ~ょうゅよ〈 て＂ 'f ~ .！：：~ 

大極波破邪砲を更に強力にして、敵に相当のダメージを

"' 与えます。
t，よ＂＇かえん＂ん

・極磁火炎弾（孔＋王＋阿）
〈じ。〈 必 J..:l:l, " h l.＂＇’B U伝 かえん ιゅう，s・＇ かりよ〈

孔雀と王仁丸の気を阿修羅の放つ火炎に集中させ、火力
車 てg ゃ

をt曽して敵を焼きます。
でんIf~ かえんじゅ

・電撃火炎呪（孔十王＋阿）

＠
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話な通量日笠。
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4章は孔雀 人で戦いますが、術によって光と閣の遣い

があります。
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‘，，り v ゆ d

光の術
〈かんのん〉

かAのん＇ ＂き っ ，るか6 ,, て＠ いっし陶ん ＠も1かい .《

観音菩薩の力を借り、敵を一瞬のうちに冥界に送ります。

〈まりしてん〉

iLi室の益長宮古を討告に主げ、 r~髭百〈をアップします。
（ごごだらに〉

〈じゃ〈 たいりよ〈 かもゆ〈

孔雀の体力を回復させます。

〈まゆきり〉
< l: ~ ＜ .H~IJ:んら‘ Sるから よ だ じeっ

孔雀主本来の力を呼び出す術です。
やみじゅ

閣の術
｛はやくじ〉

〈じゃ〈 もっと さほんてー じゃ ~ ~ IJ4 じ防つ

孔雀の最も基本的な邪気を打ち払う術です。

（し、んとら〉

量持を時び畠し、皆髭で訟を詰髭する~i.irです。
｛ふとう〉

コ宇町南宝Cl)；充ちを借りて、官百tJ'fj｛で訟をr~雀します。
（はってん〉

嵐o>：労を白苗1::・1it1り、語会きや力、まいたちで訟を議選し

ます。

（すいてん〉

：摘を時び血し、追う気な：i< ~官で訟をr~遜します。
〈しそうは〉

ーょう ηよ〈つめ てI!! I!! I!! eょうれつじ・っ

強力な爪のオーラで敵を斬り裂く、強烈な術です。

（こうよく じゅ〉

追さから緩τJ先ηで誠をr~遜します。「まゆきりJを益って力、
らでなければ、こりi＊~;j:生局できません。

＠ 



とうUょう しょうかし益

登場キャラクター紹介
らから ま や，， ぜいりよ〈もか ひか.， やみ tきいし吻う

ますます力を増す閣の勢力、近づく光と閣の最終
りつぜん ＂げ たたの 〈じゃ＜ ＇＂~II) ？しん 伝か.

決戦 l 激しい戦いは子L雀を中心に、その仲間たち

をまきこんでいく 。
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I d重量 生 E慈空阿閉利

I 藍書室主主 I j店長〈の誌、主語の前室fであ
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；孔雀王岳発売中
VHS: PCVP-3000I/¥11,000 

βPCUP-300日I¥11,000 

S-VHS: PCVP-300 I 0 ¥ 12.00（〕

LO: PCLP-00009/¥5,800 

（各税十五）

コ，.. ＿，ーコ二A三ユ＿，. つ，量コニ） {J.1長夫？の属新唱です

FOR SALE •nd USE IN JAPAN ONLY 

窓品の愉出、使用曾’UlU賃貸~綴じます．
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